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2022年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 2021年５月14日に公表しました2022年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と、本日公表の実績に差異が生

じましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、最近の業績動向を踏まえ、2022年３月期通期の業績予想

を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 
 

記 

 
                      
１． 2022年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績との差異 

（2021年４月１日～2021年９月30日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ）  
百万円 

135,000 

百万円 
△3,700 

百万円 
△2,600 

百万円 
△2,900 

円 銭 
△64.49 

今回実績（Ｂ） 119,327 △7,952 △7,216 △7,775 △172.90 

 増減額（Ｂ－Ａ） △15,672 △4,252 △4,616 △4,875  

 増減率（％） △11.6  ―  ―  ―  

（ご参考）前期第２四半期実績  

（2021年３月期第２四半期） 
88,000 △15,298 △14,867 △13,789 △306.63 

 
 
２． 2022年３月期通期連結業績予想の修正 

（2021年４月１日～2022年３月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ）  
百万円 

287,000 

百万円 
5,400 

百万円 
4,100 

百万円 
1,000 

円 銭 
22.24 

今回修正予想（Ｂ） 268,000 △3,700 △2,400 △5,100 △113.34 

 増減額（Ｂ－Ａ） △19,000 △9,100 △6,500 △6,100  

 増減率（％） △6.6  ―  ―  ―  

（ご参考）前期実績  

（2021年３月期） 
234,545 △11,330 △9,167 △17,642 △392.31 

 



 

 
 ３．差異及び修正の理由 

（１）2022 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想との差異の理由 

 売上高につきましては、半導体の世界的な供給不足による得意先の大幅な減産により、当初予想の前提とし

ていた得意先の生産台数に基づく当社グループの部品生産量が大きく減少したこと等により、前回発表予想を

大きく下回る結果となりました。これに伴い、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益に

つきましても前回発表予想を大きく下回っております。 

 

（２）2022 年３月期通期連結業績予想の修正の理由 

半導体の世界的な供給不足については先行きが不透明であり、現時点においては当初予想時に想定していた

得意先の生産台数、当社グループの部品生産量が下期において急速に回復し、挽回できる見通しを立てること

は困難な状況にあります。そのため、現時点における得意先の生産情報や、各国における新型コロナウイルス

の感染拡大状況等の入手可能な情報に基づき、当社グループの各拠点における部品生産量の見直しを行った結

果、各セグメント一様に半導体の影響を受けており、通期の売上高の予想が当初予想を下回る見込みとなりま

した。これに伴い、通期の営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益につきましても、当初予

想を下回り、赤字となることが見込まれるため業績予想を修正いたします。 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後

の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 
以  上 


